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O開  会

午前 10時開会

◇岡田局長 皆様、お待たせをいたしました。定刻の 10時になりましたので、只今より

国保連合会の理事会を開催いたします。

開会に当たりまして、理事長よりご挨拶をお願いいたします。

◇橋川理事長 皆様おはようございます。本日、国保連合会理事会を開催いたしましたと

ころ、皆様方には大変お忙 しい中、ご出席をいただきありがとうございます。

平素は、国保事業の運営につきましてご尽力いただいておりますことに感謝申し上げま

す。

さて、国保をとりまく情勢につきましては、被保険者の高齢化と医療費の増大、所得水

準の低い被保険者が多い中にあつて、保険料、保険税の負担率が高いという構造的な問題

に直面しており、極めて厳 しい運営が続いております。

このような状況ではありますが、本会といたしましては、基幹業務である審査支払や保

F父者サービスの充実に取 り組むとともに、「県・市町等事務の共同事業実施による効率

化」を図つてまいります。併せまして、可能な限り経営努力に努めてまいりますので、ご

理解、ご協力をお願い申し上げます。

本 日は、令和 4年度事業報告及び決算、令和 5年度補正予算、任期満了に伴 う役員改選

など、重要な議案をご審議いただきます。

また、全国の国保連合会・国保中央会で取り組みます 「国保総合システムの更改に伴 う

費用に係る令和 6年度国庫補助要求について」ご説明させていただきます。

何とぞ慎重なるご審議を賜 りますようお願い申し上げ、簡単ではありますが開会の挨拶

とさせていただきます。どう.ぞよろしくお願い申し上げます。

◇岡田局長 ありがとうございました。

続きまして、本日の出席の状況でございますが、委任出席、書面出席も含めまして全員

のご出席をいただいております。本日の理事会が成立することをご報告させていただきま

す。

次に、理事会の議長でございますが、本会規約第 33条第 1項によりまして、理事会の

議長は理事長が当たるとなつております。橋川理事長、よろしくお願いをいたします。

◇橋川議長 それでは、議長をさせていただきます。

-2-



まず、規約第 35条第 4項及び規約第 36条第 2項により、本理事会は公開とし、議事

録においても公表することをお伝えいたします。

次に、規約第 36条の規定により、議事録署名者を選出いたしたいと思いますが、議長

から指名させていただいてよろしいでしようか。

〔「異議なし」の声あり〕

◇橋川議長 それでは、私のほうより指名させていただきます。

大津市長の佐藤健司理事様、それと豊郷町長の伊藤定勉理事様のお二人にお願いしたい

と思います。よろしくお願いします。

それでは、早速、審議に入 ります。

なお、本 国の理事会は、ご者呂合のある方もおられることから、 11時 30分をめどに終

えたいと思つてお りますので、ご協力をお願いいたします。

まず、議案第 21号、通常総会開催 日について、事務局の説明を求めます。

◇岡田局長 それでは、議案第 21号についてご説明をさせていただきます。お手元に、

令和 5年第 2回理事会議案をご準備ください。薄い議案になります。

おめくりをいただきまして、 1ページをご覧いただきたいと存じます。
.議
案第 21号で

ございます。通常総会の開催 日でございますが、滋賀県国民健康保険団体連合会通常総会

を令和 5年 7月 24日 月曜日、年前 10時から開催をお願い申し上げるものでございます。

場所につきましては、ピアザ淡海県民交流センター 3階大会議室での開催を予定してお

ります。

以上でございます。よろしくお願いをいたします。

◇橋川議長 議案第 21号についてご質問、ご意見ございませんか。

ないようですので、採決を行います。

議案第 21号を原案どおり議決することについて、ご異議ございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

◇橋川議長 ありがとうございます。全員賛成と認め、総会は原案どおり7月 24日 月曜

日、年前 10時から開催することといたします。  
｀

次に、議案第 22号、通常総会附議事項に入 ります。通常総会の議案は、第 12号から

第 29号までであります。

まず、議案第 12号、令和 4年度事業報告の認定についてから、議案第 21号、令和 4

年度特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計歳入歳出決算認定についてまで、いずれ
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も関連いたしますので一括審議いたしたいと思います。

各議案について、事務局の説明を求めます。

◇林主監 それでは、通常総会附議事項の議案第 12号、令和 4年度滋賀県国民健康保険

団体連合会事業報告の認定につきまして、ご説明をいたします。

附議事項の 1ペエジからとなつてございますが、資料 1概要版で要点を絞つてのご説明

とさせていただきたいと存じますので、資料 1のほうをよろしくお願いいたします。

では、着座にて説明させていただきます。

まずt【 1】 の部分でございます。本会の運営に関する事項についてでございます。会

務の適正な運営を図るため、総会、理事会、監事会等の開催と会計監査予備調査、監査法

人による監査を実施しております。詳細については記載のとおりでございますが、令和 4

年度においては、情報セキュリティ対策の強化といたしまして、 3年に一度の ISMS再

認証審査に合格したところでございます。

次に、 【2】 国民健康保険制度の改善強化と財政安定化対策の推進に関する事項につい

てです。 (1)国保制度改善強化全国大会でございますが、 11月 18日 に開催されまし

て、橋川理事長、野瀬副理事長にもご参加いただき、 11項 目を決議するとともに、政府、

国会並びに地元選出国会議員に対し、陳情、要請行動を展開してまいりました。特に、国

保総合システムにつきましては、「次期更改や運用にあたつては、市町村等保険者に追加

的な財政負担を生じさせないよう、国の責任において必要な財政措置を確実に講じるこ

と」を要請しております。

なお、国保総合システムに関しまして、政府の4年度の第 2次補正において57億円が

措置をされたところでございます。

次に、 (2)保険料 (税)収納率向上封策でございますが、①の月間の設定及び啓発を

行うとともに、厚労省の収納アドバイザ
とによる市町担当者への国保料 (税)徴収事務担

当者研修会等を実施しております。

なお、令和 4年度の収納率でございますが、 1枚おめくりいただきまして、 2ページの

上段のほうに記載をしておりますが、95,84%と いうことでございました。

続きまして、 【3】 国保総合システムに関する事項でございます。システムの現状につ

いて少し記載をさせていただいております。このシステムにつきましては、「クラウド・

バイ 。デフォル トの原則」により単純クラウド化し、順次、計画的にクラウドネイティブ

化する予定であること、また、厚労省、支払基金、中央会の 3者連名による「審査支払機
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能に関する改革工程表」により、同システムは支払基金のシステムと審査支払領域を共同

利用するなど、整合的かつ効率的な在 り方を実現することとなつておりまして、現在、中

央会において厚労省との調整が進められているという状況でございます。

続きまして、 【4】 国民健康保険および後期高齢者医療診療報酬等の審査支払に関する

事項でございます。本会の基幹業務である診療報酬の審査支払でございますが、現在(審

査委員会は、審査委員の先生方 57名 の体制で審査をしていただいておりまして、事務局

といたしましても、複雑かつ高度化する医療内容に的確に対応できるよう、画面審査シス

テムを活用し、質の高い審査を目指し取り組んでいるところでございます。

令和 4年度においては、本会審査担当職員の資質の向上を図るため、「診療報酬事務能

力認定試験」を6名 の職員が受験をしたというところでございます。審査の件数及び点数

については記載のとおりでございます。

また、 3ページのほうでございますが、 (3)療養費の審査 。支払の部分でございます。

柔道整復療養費、はり。あんまなどの、いわゆるあはき療養費の請求・支払を行うており

ますが、令和 4年 4月 から、あはき療養費の適正化の取組といたしまして、長期及び頻回

施術等対象者の抽出、患者調査のための回答書を作成し、保険者へ提供を開始したところ

でございます。

続きまして、 【5】 保険者共同事業および後期高齢者医療事務代行業務等に関する事項

でございます6.

(1)保険者事務共同電算処理業務でございますが、被保険者資格の管理及び帳票、諸

統計の作成、それから、 (2)国保情報集約システムの運用管理に関することとして、被

保険者の資格情報の集約管理などの業務を行っているところでございます。

続いて、4ページの、少じ飛びますが (5)でございます。後期高齢者医療事務代行業

務ということでございまして、広域連合との受託業務拡大に向けた協議によりまして、令

和 4年度から保険給付費申請書等確認業務など、新たに 7業務を受託し、実施をしたとこ

ろでございます。

そして、 (6)行政機関等からの要請にかかる対応といたしまして、風しんの追加的対

策事業、新型コロナウイルス感染症にかかる予防接種事業として、請求支払やクーポン券、

受診券の作成を行っているところでございます。

それから、 【6】 保健事業の推進に関する事項でございます。 (1)保健事業、健康づ

くり推進に関する支援及び情報提供でございます。 1つ 目の健康管理施策立案のための基
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礎資料集等の作成や、 3番 目でございますが、国保・後期高齢者ヘルスサポー ト事業とい

たしまして、有識者からなる保健事業支援・評価委員会を設置いたしまして、保険者のデ

ータヘルス計画の策定 。実施・評価の支援を行うとともに、個別支援事業として、本会保

健師が委員会後に各市町にお伺いし、同委員会のフォローアップを実施しているところで

ございます。

また、 5ページの⑤重複・頻回受診者等訪問指導事業でございますが、令和 4年度につ

きましては26人の方への訪問を実施したところでございます。

それから、 (4)で ございます。市町保健事業の支援ということで、令和 4年度から県

が導入されましたKDB補 完システムにつきまして、操作研修や資料作成等を実施したと

ころでございます。

続きまして、 【7】 特定健診 。特定保健指導に関する事項でございます。特定健診等の

費用の支払及びデータ管理業務など、保険者等の事務の軽減
。効率化を図るよう共同事業

を実施いたしました。令和 5年 4月 時点での令和 4年度の特定健診受診率は39.5%と

いうことでございまして、法定報告までにもう少し上昇するということで想定をしている

ところでございます。

続きまして、 6ページの 【9】 でございます。介護保険事業関係業務に関する事業でご

ざいます。介護給付費等審査委員会を開催し、介護保険サービス提供事業所等から提供さ

れる介護給付費・地域支援事業の適正な審査及び支払に努めました。

また、令和 4年度においては、「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」に基づく

「介護職員処遇改善支援補助金事業」に係る支払業務を実施しており、支払額は約 7億 5,

000万円となつております。

それから、 【10】 障害者総合支援給付費等事業関係業務に関する事項でございます。

障害介護給付費、障害児施設給付費等の審査支払を行つております。介護保険と同様に、

「福祉 。介護職員処遇改善臨時特例交付金事業」に係る支払事務を実施いたしまして、約

3億 2,000万円の支払いを行つているところでございます。

あと、 7ぺ‐ジでございますが、 【12】 滋賀県保険者協議会に関する事項でございま

す。滋賀県との共同事務局として、滋賀県内の医療保険者等の加入者にかかる健康づくり

等の推進を図りました。会議、事業については記載のとおりでございます。

【18】 地域医療の確保に関する事項以降については記載のとおりでございますので(

後ほどお目通しをいただければと存じます。
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以上でございます。どうぞよろしくお願いをいたします。

◇今岡課長 それでは、私のほうから令和 4年度の決算についてご説明をさせていただき

ます。

総会の附議事項におきましては、議案第 13号の66ページから議案第 21号の 188

ページでございますけれども、本 日の説明として、お手元の理事会資料の中の資料 2-1

で概要をまとめさせていただいておりますので、こちらでご説明をさせていただきます。

A4縦版の資料 2-1を ご覧ください。

失礼して、着座にてご説明させていただきます。

令和 4年度の滋賀県国保連合会の決算状況でございます。

1つ 日ですが、まず国保連合会の会計でございます。本会の会計を大別いたしますと、

大きく2種類ございます。

大きな 1番の①、そして②に記載させていただいておりますが、①におきましては、保

険者さんから納入いただきます手数料、負担金を財源として、審査支払業務の事務を執行

する会計でございます。

②におきましては、医療費など保険者負担分を医療機関などに受け払いする会計という

ものでございます。全 9会計で 22勘定ございます。全勘定の総額の状況ですが、資料中

段のとお り、令和 4年度歳入合計が約 4,227億 1,300万 円、歳出が約 4;225億

1,66o万 円でございます。対前年度比約 2.9%増 ということでございます。歳入歳出

差引額約 1億 9,700万 円の結果となつてお ります。

次に、全勘定のうち、資料中段 (1)で ございますが、保険者さんから納入いただきま

す手数料、負担金を財源として事務執行を行 う一般会計と5つの業務勘定の概要でござい

ます。

歳入の合計が約 48億 8,900万 円、対前年度比約 32.5%の 増、歳出合計が約 47

億円、対前年度比約 34。 3%増、歳入歳出差引額約 1億 3,900万 円の結果でございま

す。 したがいまして、本会が取り扱 う会計、先ほど全会計と申しました約 4,200億 円

のうち約 1%の割合が、今、ご説明した一般会計と5つの業務勘定で、連合会の審査支キム

の事務執行をしているところでございます。

続きまして、それらの会計の歳入歳出の前年度比較増減の主な内容を 2ページでまとめ

させていただいております。 2ページをご覧ください。

まず、上段、枠囲みの歳入でございます。右上の括弧書きに記載させていただいている
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とお り、前年度に比べ約 11億 8,700万 円の増となつています。主な要素としては、

2つ 目のポツ、昨年、一昨年 とコロナ禍で受診抑制となつていたものが回復基調にあり、

手数料が約 1億 2,510万 円の増となつています。

そして、その下の 3つ 目のポツ、県委託事業の関係でございます。事業報告でもご説明

をいたしましたとおり、介護 。障害福祉職員処遇改善支援事業を県からの委託で行いまし

た。こちらの関係の経費が約 10億 6,700万 円の増となつています。

その下の 4つ 目のポツでございます。繰入金としては、国保総合システムの開発負担金

に係る減価償却積立金、そして、 ICT積 立金の繰入が約 2億円でございます。

続きまして、歳出の概要についてです。下の枠囲みとなつています。

同じく右上の括弧書きのとお り、前年度に比べ約 12億円の増となっております。歳入

と同じく、県委託事業の介護 。障害福祉職員処遇改善支援事業にかかる経費が約 10億 6,

700万 円となっています。

次に、国保中央会に拠出いたしました国保総合システム開発負担金が約 1億 400万 円、

併せまして、その下にございますが、 ICT積 立をはじめとする積立金に約 1億 3,50

0万円が挙げられています。

3ページのほうをご覧ください。こちらのほうは、医療費等を受け払いする各種支払勘

定の状況でございます。

(2)の各種支払勘定の合計でございます。歳入の合計約 4,178億 7,400万 円、

歳出合計約 4,178億 1,500万 円ということで、対前年度比いずれも2.7%増 とい

う結果でございました。

そして、その内訳でございます。主な勘定ですが、まず、①の国民健康保険支払勘定で

ございます。対前年度比 1.1%の減、月平均で申しますと、約 79億 4,800万 円の支

払いとなつております。

参考で記載しておりますが、本県における過去 4年間、いわゆるコロナ禍前後の動向の

確認のために記載させていただいています、保険者負担による給付費の推移でございます。

令和 4年度においては、コロナ前の状況に戻つてきている状況ではございますが、団塊の

世代の方の後期高齢者への移行、そして、被用者保険の適用拡大などの影響から、被保険

者の減少により、医療費の伸びについてはマイナス傾向となっています。

2つ 目の公費負担医療の支払勘定でございます。こちらは、感染症、コロナの大きな伸

びによつて、対前年度比 12.9%の 増となつているところでございます。
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3つ 目の福祉医療費支払勘定でございます。こちらは、対前年度比 19.5%の減とな

つております。こちらは、令和 3年 4月診療分から被用者保険における福祉医療費の審査

支払業務が、本会から支払基金へ移行した影響によるものとなつております。

1つ飛ばさせていただきまして、 5つ 目でございます。抗体検査等支払勘定でございま

す。こちらは、月平均約 3,700万円の支払いとなつており、対前年度比が61.8%と

大幅な減少をしております。この会計において、風しんの追加的対策における接種費用、

そしてコロナの予防接種費用の受け払いを行つているところでございます。昨年度は、接

種対象者の減少によつて、その対前年度比が大幅に減となつているということになります。

6つ 目の介護保険支払勘定でございます。こちらは、月平均約 90億円の支払いとなつ

ております。受給者の増により、対前年度比 1.3%増加しております。

③の障害介護給付費支払勘定、そして、⑨の障害児給付費支払勘定についても、それぞ

れ増加しているところでございます。介護保険と同様、受給者数が増加している影響と考

えております。特に、⑨の障害児の支払勘定におきましては、支援体制の充実化により、

放課後デイサービスなどサービスの充実化が図られていることから、昨年度と同様、対前

年度比が 10%台の伸びとなつているところでございます。

⑩の後期高齢者医療支払勘定でございます。前年度と比べて5,8%増加しており、月

平均約 138億 1,200万 円の支払いとなつております。こちらも国保と同様、参考で

本県における過去 4年間の保険者負担による給付費の推移を記載させていただいておりま

す。国保と同様、コロナ前の状況には戻つている状況とあわせて、後期高齢者医療におき

ましては、団塊の世代の方の後期高齢者の加入による被保険者の増加から、医療費は大幅

な増加傾向にあるところでございます。

①後期高齢者の公費負担医療における支払勘定でございます。こちらも国保と同様、感

染症のコロナの大きな伸びにより、対前年度比 71.1%の伸びとなつております。特に、

令和 4年度の夏以降、第 7波、第 8波、そして年度末まで入院患者が増加した影響による

ものと考えております。                         '

4ページをおめくりください。最後の⑫特定健診・特定保健指導等支払勘定、そして、

⑬後期高齢者健診等費用支払勘定につきましては、それぞれ対前年度比で0.46%の減、

10%の増となつております。 2つ合わせまして、年間約 8億 5,000万 円の支払いで

ございましたも

決算状況については以上となります。今申し上げました数値につきましては、お手元の
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資料ナンバー 2-2、 そして決算総括表のほうにもそれぞれ会計別に記載させていただい

ているところでございますので、後ほどお目通しいただければと存じます。

以上でございます。よろしくお願いいたします。

◇橋川議長 ご審議いただく前に、去る 6月 28日 に監査を受けておりますので、甲賀市

長の岩永監事様より監査報告をお願いします。

◇岩永監事 監査結果についてご報告を申し上げます。通常総会附議事項の 203ペ ージ

をご覧願います。

去る 6月 28日 、国保連合会におきまして、竜王町・西田町長と私が、令和 4年度決算

監査を実施いたしましたので、その結果についてご報告を申し上げます。

令和 4年度におけます業務の概況を聴取し、会計を監査したところ、業務の運営につい

ては努力の成果が認められ、会計経理も適正に処理をされ、会計諸帳簿及び証憑書類につ

いても、また整理良好と認めましたので、ここに報告をいたします。        キ

以上でございます。

◇橋川議長 ありがとうございました。

また、監査法人による監査を受けておりますので、監査室よりご報告願います。

◇井口室長 通常総会附議事項の 204ペ ージをお願いいたします。只今ご報告いただき

ました監査結果報告の次のページでございます。

監査法人によります監査を受けました結果、報告書の最初の監査意見のところの 3行 目

でございますが、決算書類が国保連合会会計規則に準拠 して、令和 4年度の歳入歳出の状

況及び同年度末の財産の状況を全ての重要な点において適正に表示しているものと認める

との意見をいただいておりますことをご報告申し上げます。

以上です。

◇橋川議長 監査報告については以上であります。

それでは、事務局より説明がありました事業報告及び各会計決算について、ご質問、ご

意見はございませんか。

ないようですので、採決に入 ります。

通常総会議案第 12号から議案第 21号までを原案どおり通常総会に附議することにつ

いてご異議ございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

◇橋川議長 ありがとうございます。全員賛成と認め、議案第 12号から議案第 21号ま
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では原案どおり通常総会に附議することといたします。

続いて、議案第 22号、令和 5年度滋賀県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出第

一回補正予算についてから、議案第 28号、令和 5年度巌賀県国民健康保険団体連合会特

定健康診査・特定保健指導等事業特別会計歳入歳出第一回補正予算につきましては関連い

たしますので、一括審議いたしたいと思います。

事務局の説明を求めます。

◇今岡課長 続きまして、令和 5年度の補正予算についてご説明をさせていただきます。

附議事項におきましては、議案第 22号の 206ペ ージから第 28号の 250ペ ージでご

ざいますが、本 日の説明の資料として、お手元の資料 3-1で 、その概要について説明を

させていただきます。資料の 3-1を ご用意いただきたいと思います。

1ページ、主な補正項目でございますが、この資料の上段のほうに枠囲みをさせていた

だいてお ります。大きく5点 ございます。     ,

1点 目は各会計に関わるものでございますが、令和 4年度の決算に伴 う繰越金にかかる

補正でございます。決算で繰越金が確定いたしますので、その歳入の繰越金を増額補正 し、

さらに歳出について、主に予備費を増額補正しているものでございます。

2点 日、 3点 目については、二般会計にかかるものでございます。

4点 目につきましては、今年の秋冬に接種いただくためのコロナワクチン接種券の作成

に関する補正でございます。

5J煮 目につきましては、国庫補助金の返還にかかる補正でございます。

続きまして、各議案別の説明を記載させていただいておりますので、主なところについ

てご説明をさせていただきます。

1ページ中段、議案第 22号でございます。一般会計歳入歳出第一回補正予算でござい

ますがヽ補正額は 1,241万 6,000円 増でございます。補正内容としては、①から③

のとお り、一般会計繰入から令和 4年度決算に伴 う繰越金への財源更正の補正、会館設備

の修繕費用、そして後期高齢者医療保険料の軽減判定誤 りによる解決金にかかる補正でご

ざいます。なお、後期高齢者医療の軽減判定の誤 りについては、後ほど資料 3-2別 紙で

ご説明をさせていただきます。

次に 2ページをご覧ください。議案第 23号でございます。診療報酬審査支払特別会計

歳入歳出第二回補正予算でございます。

(1)業務勘定から (5)福祉医療費支払勘定まで、補正額は総額 5,223万 3,00
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0円増でございます。主にコロナ接種券作成経費、そして繰越金の補正となつています。

なお、 (3)の公費負担医療に関する診療報酬支払勘定の返還につきましては、例年に

準じて、国公費分の返還に関する補正でございます。今年度におきましては、 5万 8,0

00円 の返還となつております。

次に、議案第 24号、介護保険事業関係業務特別会計から最後の 4ページの議案第 28

号の特定健診 。特定保健指導等事業特別会計でございます。それぞれ各勘定で繰越金を増

額し、併せて歳出の予備費を増額 しております。

なお、 2ページの議案第 24号の介護保険事業関係業務特別会計の業務勘定、そして、

4ページの議案第 28号の特定健診 。特定保健指導等事業特別会計の業務勘定におきまし

ては、一般会計の繰入金から繰越金への財源更正を行つているところでございます。

資料 3-1で 申し上げました補正の詳細については、資料ナンバー 3-2の ほうにも総

括表として掲載をしております。後ほど、ご参照いただければと存じます。

補正については以上でございます。

続きまして、先ほど申し上げました資料 3-2の 別紙をご覧いただきたいと思います。

◇坂井課長 それでは、後期高齢者医療保険料の軽減判定誤 りについて説明をさせていた

だきます。私、電算管理課の坂井と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

失礼して着座にて説明をさせていただきます。

本件議案につきましては、 2月 20日 開催の通常総会において説明をさせていただいて

おりますので、その後の関係者間の協議について説明をさせていただきます。資料 3-2

の別紙をご覧ください。

協議の内容といたしましては、本件事案対応のために滋賀県後期高齢者医療広域連合が

新たに支出を余儀なくされた費用及び逸失利益に関するものであり、当該金額の合計は 2

22万 5,668円 となります。

内訳について説明をさせていただきます。資料 3-2の 裏面をご覧ください。

広域連合が新たに支出を余儀なくされた費用は、市町並びに広域連合において該当被保

険者の対応にかかつた費用で、発送文書の印刷製本費、発送文書の郵送費、職員の時間外

手董、臨戸訪問等にかかる公用車の燃料費で 72万 7,158円 と、保険料還付にかかる

加算金 1万 1,800円 となります。

また、逸失利益といたしましては、高齢者の医療の確保に関する法律第 160条 の 2の

期間制限により賦課できなかつた令和元年度、 2年度分の保険料相碧分と積立利子相当分
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の 148万 6,710円 となります。

このことにつきまして、広域連合、本会、委託電算会社の間で協議をいたしました。表

面にお戻りください。協議の結果、下記のとおり合意書を締結し、合意書に記載のとおり、

解決金として本会が広域連合へ支払 う金員の全額を委託電算会社が本会に支払 うというこ

とで合意に至りました。本会といたしましては、本総会において本件事案にかかる補正予

算を提出し、速やかに合意書を締結、合意事項を実施してまいりたいと考えております。

後期高齢者医療保険料の軽減判定誤 り事案についての説明は以上となります。よろしく

お願いいたします。

◇橋川議長 事務局の説明がありました議案第 22号から議案第 28号までについて、ご

質問、ご意見はございませんか。

ないようですので、採決に入ります。

議案第 22号から議案第 28号まで原案 どおり通常総会に附議することにご異議ござい

ませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

◇橋川議長 ありがとうございます。全員賛成と認め、議案第 22号から議案第 28号ま

では原案どおり通常総会に附議することといたします。

続いて、通常総会附議事項の議案第 29号、役員改選についてでありますが、人事案件

となりますので、最後にご審議いただきます。

引き続き報告事項に入 ります。

報告第 2号、専決処分報告について、及び報告第 3号、滋賀県国民健康保険団体連合会

財産目録について、を一括して事務局の説明を求めます。

◇今岡課長 それでは、専決処分報告の事項についてご説明をさせていただきます。お手

元の通常総会附議事項の分厚い冊子でございます。こちらの後ろのほうに水色の合紙が入

っておりますので、 259ペ ージからでございます。

報告第 2号の専決処分の報告でございます。 8点 ございます。本ページによりご説明を

させていただきます。

大きな 1番 目から 7番 目につきましては、各勘定において決算見込みに伴 う実費弁償

を含めた決算調整のための補正でございます。主な補正理由としては、経費の節減を含み、

共通経費の抑制にかかる歳出の減額補正、実費弁償にかかる積立金の増額、そして、第 8

波に伴 うコロナ感染症にかかる公費負担医療の増額補正等でございます。
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最後の 8点 目につきましては、新年度における専決処分報告となります。こちらにつき

ましては、令和 5年度当初予算では科目設定のみとしておりましたところ、今年度も引き

続き全国の国保連合会がコロナワクチン接種費用の請求支払を行 うこととなりましたので、

新年度早々ではございますが、その事務費と接種費用についての増額補正をさせていただ

きました。

いずれも理事長専決とさせていただきました。

以上が報告第 2号でございます。

次に、報告第 3号でございますが、お手元の附議事項の冊子の 299ペ ージから300

ページ、最後のページでございますが、こちらに財産の目録を載せていただいております。

こちらをもちまして財産報告のご説明とさせていただきたく存じます。

以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

◇橋川議長 只今の報告事項に対し、ご質問、ご意見はございませんか。

ないようでありますので、以上で報告事項を終わります。

それでは、次に説明事項が 2点ありますので、事務局から説明を求めます。

◇岡田局長 それでは、説明事項についてご説明させていただきます。お手元に、理事会

資料ナンバー 4、 決議をご準備いただきたいと存じます。

それでは、ご説明をさせていただきます。

この決議につきましては、令和 5年 6月 30日 、国保中央会の定期総会において決議を

されたものでございます。内容を少 しご説明させていただきます。

1段落目にまいりまして、私どもの国保総合システムにつきましては基幹システムにな

ってございます。国保制度等の基盤を支える極めて公共性の高い、医療DXの推進の柱と

なる重要なインフラとして位置づけております。このシステムにつきましては、令和 6年

3月 に機器の保守期限を迎えます。また、令和 3年 3月 には、厚生労働省、支払基金、国

保中央会が策定をいたしました改革工程表に沿いまして、このシステムのクラウド
ヘの移

行、基金システムと受付領域の共同利用や審査領域の共同利用をするためのシステムの開

発に取 り組んでいるところでございます。

しかしながら、開発期間が限られる中で、システム障害等のリスクを避けるために段階

的に進めていくこととなりました。第 1段階といたしましては、クラウドサービスを十分

活用するなど、システムの最適化には至らなかつたということでございまして、このため、

早急にシステムの最適化をしていつて、保守・運用費の縮減を図ることが不可避となって
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ございます。

また、第 2段階におけます審査領域の共同開発・共同利用におきましても、保守・運用

費の縮減が求められているところでございまして、そのためにも一層の最適化に取 り組む

必要があるということでございます。

これらの開発に伴います財源につきましては、積立資産だけでは不足しており、手数料

等を引き上げて対応せざるを得ないということでございますけれども、国保保険者、広域

連合の厳 しい経済状況、保険料の引き上げで負担することは極めて困難でございます。

よつて、必要な費用につきましては、保険者や被保険者に追加的な負担が生じないよ

う、国の責任において必要な財政措置を講ずるよう強く要望を求めるものでございます。

こちらにつきまして決議がされましたので、これをもつて国保中央会を中心に、 7月

12日 でございますけれども、厚生労働大臣、そして財務大臣に対 して、同決議により

陳情が行われたところでございます。

そのほか、各地方団体の動きにつきまして、全国市長会、全国町村会、全国後期高齢者

医療広域連合協議会におきましては、国庫補助要求に向けまして、重点提言あるいは要望

としてご決定をいただいているところでございまして、その他の団体につきましても 7月

の全国会議等で、順次協議、決定されるとお聞きをしております。

今後でございますけれども、秋以降の予算編成に向けた要請活動につきましては、今後

の状況を踏まえて、国保中央会の指示により対応することといたしたいと考えております

ので、よろしくお願いいたします。

以上でございます。

◇林主監 続きまして、第 4期中期経営計画についてご説明をさせていただきます。

去る2月 の理事会、総会におきまして、第 4期中期経営計画の策定状況について概要で

のご説明をさせていただきました。その後、第 3期中期経営計画の進捗状況を連合会で評

価 した上で、若干の変更も行いながら、資料のほうは 5-2に なりますけれども、第 4期

中期経営計画の策定を行つたところでございます。

本 日、資料 5-1の ほうに、概要ということで要点をまとめてお りますので、こちらで

内容についてご説明をさせていただきたいと存じます。

それでは、計画策定にあたつて、という部分でございますが、計画策定の趣旨でござい

ます。基本理念、基本方針、組織目標について、職員一人一人が目的意識を持ち一九とな

つて取 り組むため、策定を行つていくというものでございます。
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また、計画期間は令和 5年度から令和 7年度までの 3年間でございます。

そして、推進体制は職員で構成する中期経営計画推進会議において、毎年度、進捗状況

について点検・評価 して、計画を確実に推進するとい うものでございます。

次に、基本理念でございますが、審査支払業務の専門集団、地方自治体が行 う医療・保

健・介護・福祉業務を支援する専門集団であるとともに、経営の効率化・安定化に努め、

保険者、広域連合から、よリー層信頼される組織となることを目指していくということで

ございます。また、 3年後の国保連合会の望ましい姿を目指して取り組んでいくというこ

とでございます。

1枚おめくりいただきまして、基本方針でございます。具体的な内容、具体的な業務を

書いております。大きく、審査の質の向上、共同事業、保健事業、組織体制の整備および

財政基盤の確立、安全管理体制の確立ということで、 5つの柱で構成をしてお りまして、

詳細については 23項 目でございます。

第 4期については、第 3期計画になかつた、新しく8つの項目をつくつてお りまして、

新規と書かれている部分がそれに当たるというものでございます。

特徴的な部分についてのご説明をさせていただきます。

まずて (1)審査の質の向上でございますが、本会の基幹業務である審査でございまし

て、弓 |き続き査定率を評価の指標 として、全国 10位以内を目指すとしてお ります。

それから、②訪問看護 レセプ トの電子化ということで、令和 6年度から医科等と同様に

訪問看護の電子化が始まりますので、その運用開始に向けた準備を進めてまいりたいと考

えてお ります。

また、 2番 目の共同事業でございますが、③の感染症法、予防接種法の改正による請求

支払事務でございます。感染症法の改正、また予防接種法の改正によりまして、国保連合

会では令和 6年度から流行初期医療確保措置にかかる請求支払事務、また令和 8年度から

定期予防接種費用の請求支払業務を担 うとされました。そのため、請求支払業務の運営方

法の構築や体制整備を行つてまいります。

また、③の介護サエビス生産性向上支援では、国のシステムでありますケアプランデー

タ連携システムを活用する事業所の拡大を支援するため、介護事業所
への啓発活動を行い、

令和 7年度までにシステム利用事業所を350事 業所まで拡大を図るとしております。

また、 10番 目の国民健康保険にかかるシステムの標準化を踏まえた市町事務の標準

化・広域化の対応でございますが、法改正によりまして、自治体はシステムの標準化・共
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通化に取り組むこととなつており、令和 7年度を目標時期に標準システム等への移行が必

要となつているということでございます。本会といたしましては、県の連携会議等の協議

を踏まえまして、標準化等をめざした標準的なシステム運用と開発の検討、実施を目指し

て取り組んでまいります。

そして、①のデジタル社会に適用した機器更改への対応でございますが、本会の基幹シ

ステムであります国保総合システムをはじめとした 7つの各標準システムについて、更改

に合わせたクラウド化等の対応を図つてまいります。

また、 (3)の保健事業関係でございますが、⑭のデータヘルス計画への支援の充実・

強化で、特に令和 5年度は第 3期データヘルス計画策定の年度となっておりまして、県と

共同事業として計画の策定支援を実施してまいります。

また、 2ページの一番下の⑮でございますが、重複・頻回受診者等訪問指導事業でござ

います。新たにレセプ トの改善が認められた割合を60%と するという評価指標を設けて

取り組んでまいりたいと考えております。

また、 3ページでございますが、 (4)組織体制の整備および財政基盤の確立、それか

ら (5)安全管理体制の確立でございますが、⑩の組織体制の整備と活性化では、ペーパ

ーレス化に向けた取組の推進、また、⑪の財政基盤の確立と健全な財政運営では、令和 5

年 10月 から実施されますインポイス制度の導入、それから⑬の防災危機管理体制の充実

では、災害時の在宅勤務の在り方を検討してまいりたいと考えております。

最後に、職員行動指針でございますが、コスト意識を持って業務の点検・見直しを行う

等、 3つの指針により取り組んでまいります。

以上、内容でございますが、取組をしつかりと進めていくために、職員への説明、周知

をしたところでございまして、現在、各担当部署で計画に沿つた取組を進めているところ

でございます。

以上、簡単ではございますが、第 4期中期経営計画の説明とさせていただきます。よろ

しくお願いいたします。

◇橋川議長 説明事項について、ご質問、ご意見はございませんか。

ないようですので、最後に議案第 29号、役員改選についてご審議いただきます。

事務局の説明を求めます。

◇岡田局長 それでは、議案第 29条についてご説明をさせていただきます。お手元に通

常総会附議事項をご準備いただきたいと思います。 258ペ ージをご覧ください。議案第
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29号、滋賀県国民健康保険団体連合会役員改選でございます。

現在の役員の方の任期につきましては、 7月 31日 をもちまして満了いたします。国民

健康保険法第 23条、そして連合会規約第 19条、 20条、 24条に従いまして、総会に

おいて選出をいただくものでございます。                  ,

定数でございますが、理事につきましては 15人以内、監事につきましては 2人以内と

なつてございます。

市にあつては 7人の理事、町にあつては 2人の理事、そして、市と町からお一人ずつ監

事を、また、県と医師国保組合からお一人ずつ理事をご推薦いただくこととして、過 日、

市長会・町村会・県 。医師国保組合から役員候補としてご推薦をいただきましたも

その方々と、識見を有する理事お一人を常務理事として総会でお諮 りをするものでござ

います。そして、今申し上げました、推薦をいただきました役員候補者の名簿については、

今し方、お配 りをさせていただいたところでございます。

総会で役員候補者の方々の承認がいただけましたら、同日、新 しい理事によります理事

会を開催いたしまして、理事長・副理事長・常務理事を互選いただきます。併せて、参与

の選任をいただくといつた段取りで考えてお りますので、よろしくお願いをいたします。

以上でございます。

◇橋川議長 事務局から説明がありましたが、本来であれば総会にお諮 りしてということ

になるところでありますけれども、慣例によりまして各団体に対 して役員候補者の推薦を

お願いしており、こうした形で推薦が取りまとめられたということでございますので、よ

ろしくお願いをいたします。

なお、名簿中、学識経験者理事につきましては、令和 2年 8月 より就任いただき、現在、

審査支払機能に関する改革の対応をいただいている桂田副理事長に引き続きお願いをした

いと考えております。

ご質問、ご意見はございませんか。                
・

ないようですので、議案第 29号、役員改選については、事務局説明のとおり総会に提

案させていただくことにご異議ございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

◇橋川議長 ありがとうございます。全員賛成と認め、議案第 29号は説明のとおり通常

総会に提案させていただきます。

以上をもちまして、本 日の議案、報告はすべて終了いたしました。
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ほかに、この際、皆様からご意見はございませんか。

はい、どうぞ。

◇福井理事 ちょうと1点教えてもらいたいんですが、先ほど、資料 4で決議がなされて、

要は、国保総合システムを今、開発をしているので、それに伴 う費用負担を国に求めてい

ると、こういう理解なんですけどね、後期高齢者のところも、今ちょつとお預かりしてい

るんで、かねてからそのシステムの統一で、厚労省で開発をして、ところが、受託した会

社が十分な能力を有してないと、こういうお粗末な話で、開発計画、期間が 1年ほど延び

てしまわざるを得ないということで、後期高齢者のほうも同じように、その延長に伴 う機

器の保守期限に要する経費とか、もちろん、その開発に要する経費は国の責任でというこ

とは、後期高齢者医療広域連合でも要望してるんですけどね。

そもそも、今さらそんなこと聞くのも何なんですけど、国保総合システムの全体の開発

スケジ立―ルというのはどうなつているんですかね。ここに、この決議を読ませてもらう

と、第 1段階、そして第 2段階の対応 として、現状はその第 1段階のシステム開発までは、

現状のクラウドサービスで十分活用するまでに至つてないとかね、いろいろ書いてあるん

ですが、全体のスケジュールというのはどういうスケジュールなのかなと。それを先ほど

の中期計画の概要の中で何か具体に示されているのかなと思つたら、基本方針のところで、

10番、 11番 のところには書いてあるんですけども、要は、後期高齢者のほうは、令和

7年に、いわゆる想定として、そこに移行していくということで、今、伺っているんです

けども。国保総合システムの場合は、大体、全体のスケジュールはあるんですか。

◇岡田局長 ご質問ありがとうございます。

そもそも、この国保総合システムにつきましては、平成 30年に更改をしておりまして、

そこから6年後の令和 6年に、通常のオンプレミスといいますか、当初はそういう更改の

方針であつたのですが、審査支払機能の在 り方ということで、厚生労働省とか支払基金さ

んとか国保中央会さんが一緒に集まりまして、どういう形の審査支払機能の在 り方がいい

かとい うお話をされまして、ここの決議の中にも載っておりますけれども、その改革工程

表が令和 3年 3月 に発表されました。

当初は、そのオンプレミスで開発をしていこうということだつたのですが、国のクラウ

ド化という方針もありまして、令和 3年 3月 にクラウド化と、支払基金のシステムを共同

利用できるようにという方針転換がございましたので、 3年にその工程表が出て、 6年に

は少 し厳 しいだろうということで、段階的にということで、不規則ですけれども、 6年 と
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8年の 2段階のステップを踏むという形になつたのが 1つの経過でございます。

そして、現在は、その 6年の更改に向けて、当初の費用につきましては、皆様方のご協

力をいただきまして、開発経費については要望していた額を、満額国庫補助という形で頂

戴することができましたので、今回の決議につきましては、その次の段階として、保守・

運用も含めた補助をお願いするという決議でございます。

スケジュールについて、現在、私どもが聞いてお りますのは、次の更改は 6年 と8年 と

お聞きしてお ります。スケジュールとしては、遅れているような感 じではないと聞いてお

ります。

◇福井理事 分かりました。

◇橋川議長 よろしいですか。

◇福井理事 はい。

◇橋川議長 後期のほうもよろしくお願いします。

ほかにはご意見ございませんか。

なければ、本 日の理事会、極めて円滑に進行を賜 りまして、ありがとうございます。

これをもちまして、理事会を閉会とさせていただきます。ありがとうございました。

午前 10時 59分閉会
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